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NTTNTTデータ法人分野における「変革パートナー」への取組みデータ法人分野に

－グループブランド戦略である

“変革パートナー”に向け、現在ど

んな点に注力されてますか。

荒田 NTTデータは本年９月、グ

ループのブランド戦略を新たに策定

しました。グループをあげてお客様

の変革を実現する「変革パートナー」

への取組みを加速するため、『変え

る力を、ともに生み出す。N T T

DATAグループ』というブランドメ

ッセージを打ち出しました。

私は、お客様の「変革パートナー」

として、一番の原動力となるのはコ

ンサルティング力であると考えてい

ます。そのため、本年 4月新たに

「法人コンサルティング&マーケテ

ィング本部」を設置し、コンサルテ

ィングビジネスの強化に努めてきま

した。現在は、この新組織とグルー

プ会社のザカティコンサルティング

およびNTTデータ・ビジネスコン

サルティングの３つの組織を中心

に、約400人のコンサルタントが活

躍しています。私どもはコンサルテ

ィングをシステム開発の前段（上流

工程）のサービスではなく、コンサ

ルティングサービスの拡充を通し

て、お客様とともに企業変革を推進

する一貫したサービスと位置づけて

います。

－“つくらない開発”とはどんな

ものなのでしょうか。

荒田 経営環境が変化するサイク

ルが短くなることに景気の減速が加

わり、短納期／低コスト化へのご要

望が強くなっています。全社的にも

３本の矢（サービス、SI、ソフト

ウェア）を核にした事業展開に注力

していますが、今後は「いかにつく

らないか」「いいものをいかに組み

合わせるか」といったことが鍵にな

ると考えています。

“つくらない”ということは、自

ずと高品質／短納期／低コスト化に

つながります。私どもはこうしたお

客様のニーズにお応えするため、グ

ループ内外の様々な有力ソリュー

－はじめに、全社中期経営の折返

し地点を迎えましたが、主要なポジ

ションを占める法人分野におけるビ

ジネスの状況からお聞かせくださ

い。

荒田 NTTデータの法人分野にお

いては「本格的なグループ経営」

「本格的なグローバル経営」の時代

を迎えています。グループ経営の観

点では、2008年度下期からは、法

人分野のグループ会社の売上高が単

独売上高よりも多くなる見込みで

す。売上規模も 4000億円を超える

ところまできています。法人分野の

グループ社員数は、海外を含めます

と１万人を超えました。

景気の先行きが懸念される中、

上期は大きな影響を受けませんで

したが、IT業界は景気遅効性の傾

向があるため、下期は上期の延長

線上にはないと考えています。

これからは、特にグループのパ

ワーをどう結集するかがますます

重要になっていきます。

下期からはグループ会社の売上高
が法人単独を上回る
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変革パートナーとしてコンサル力を
強化400人体制に

グループシナジーの創出と
変革マインドの醸成が成長の鍵
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NTTデータの法人分野では、「本格的なグループ経営」「本格的なグローバル経営」
の時代を迎え、グループシナジーの創出により経営の質的向上を目指している。
変革パートナーとして、顧客企業の変革を支援するNTTデータ法人分野における
最近の取組みについて、荒田和之取締役常務執行役員にお話しをうかがった。

―はじめに、全社中期経営の折返し

地点を迎えましたが、主要なポジ

ションを占める法人分野における

ビジネスの状況からお聞かせくだ

さい。

―グループブランド戦略である“変革

パートナー”に向け、現在どんな点

に注力されてますか。

―“つくらない開発”とはどんなも

のなのでしょうか。

“つくらない”開発、ソリュー
ションの体系化に注力
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ションを体系化したソリューション

スイートBiz∫TM（ビズインテグラ

ル）を、この 10月より提供開始し

ました。

－Biz∫TMの主要ターゲット

荒田 年商500億円～2000億円のお

客様を意識しております。Biz∫TM

は、提案型営業の有力な武器となる

ソリューションスイートで、商品営

業になりがちな営業のスタイルから

転換することも意図しています。

イントラマートを中核に据えてお

り、NTTデータグループだけでな

く、NTTグループの法人向けビジ

ネスでも広く活用していただきたい

ですね。

－大企業向けERPの取り組みに

ついてはいかがですか。

荒田 ERPビジネスについては、

SAP、Oracleを中心に多様な業種

のお客様に導入実績があり、ＳＥや

テンプレート群は充実してきていま

す。また、来年１月に日本総研ソリ

ューションズが私どもの仲間に加わ

りますが、そうなると、NTTデー

タグループは多数のライセンスホル

ダを擁するSAPビジネスのトップ

集団に位置どることになります。

－本格的なグローバル経営の時代

ということで、日系企業のグローバ

ル化への対応を加速されているよう

ですね・・・・。

荒田 大手製造業を中心として、

グローバルビジネ

スを展開する日系

企業の IT支援が

課題となっていま

す。私どもは、北

米、欧州、東南ア

ジア・中国の３極

に拠点を構え、グ

ループの総力を結

集してお客様の

サポートを行っ

ています。法人

分野における海外売上高比率は２割

に近づいてきていますから、まさに

本格的なグローバル経営時代に入っ

たと考えています。

また、こうした取組みに加え、逆

に海外の優れたソリューションの日

本市場への展開にも力を入れていま

す。例えば、私どもが受注した東京

工業品取引所の次期システムに、

OMX社（スウェーデン）のパッケ

ージを採用していますが、これはそ

の代表的な例です。itelligence AG

やCirquentの優れたソリューショ

ンを持ち込むことも選択肢です。私

は、ビジネスの双方向性を確立する

ことが、真のグローバル化への取組

みだと考えています。

－最後に、コンシューマ IT（組

込みソフト）などにもチャレンジし

ていますが、今後のビジネスの抱負

をお聞かせください。

荒田 組織の活性化には、新陳代

謝が不可欠です。そのためには常に

社員一人ひとりが新しいことに取り

組むことが重要です。

コンシューマ ITと称する組込み

ソフトウェアの分野もその一つで

す。資本提携によりNTTデータ

MSEが仲間入りしましたが、携帯

電話、自動車、情報家電など、所謂

コンシューマ ITのビジネスは、今

後も拡大する領域です。

一方、冒頭お話したように、本格

的なグループ経営の時代に突入しま

した。グループのシナジーなくして

成長はないと考えています。それぞ

れの得意分野ごとにグループの連携

を強化していきます。これを推進す

るにあたっては、国内外のグループ

会社間の“カルチャーミックス”に

よる社員の変革マインドの醸成が重

要です。資本提携・業務提携により

仲間を増やし、変革マインドを共有

することで、さらに大きく飛躍する

ことができると考えています。

－本日は有難うございました。

（聞き手・構成：編集長　河西義人）
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ビジネス連携することによりシナジーを拡大していく。 
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グループ経営の本格化に向けた方向性

―Biz∫TMの主要ターゲットは…。

―大企業向けERPの取り組みについ

てはいかがですか。

―本格的なグローバル経営の時代と

いうことで、日系企業のグローバ

ル化への対応を加速されているよ

うですね…。

―最後に、コンシューマIT（組込み

ソフト）などにもチャレンジして

いますが、今後のビジネスの抱負

をお聞かせください。
―本日は有難うございました。

日系企業のグローバル化への
対応を加速

グループ会社間の連携と
変革マインドの醸成が課題
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